
1

ルール: 評価および
クライアント側検証



Basic コースでは、Transaction オブジェクトに [Rules] というエレメントがあるこ
とを学習しました。このエレメントでは、制御や、従うべきルールを定義します。
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ルール



特定の条件が満たされている間データベースにレコードが格納されないようにする
Error ルールに焦点をあてました。たとえば、顧客の⼊⼒時に、名前を空のままに
した場合、ユーザーが名前を⼊⼒するまでその顧客を挿⼊することはできません。
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ルール



また、メッセージをユーザーに伝えるのみで、保存は可能にする Message ルール
も確認しました。
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ルール



Default ルールでは、挿⼊モードでトランザクションにアクセスする際に、項目属
性または変数を初期化する値を指定できます。
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ルール



Noaccept ルールでは、フォーム内のフィールドを変更できないように、Disabled 
として表示されます。
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ルール



最後の Serial ルールは、トランザクションの 2 番目、3 番目、またはその他のネ
ストされたレベルに自動採番するために使用されます。
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ルール



また、ルールを使用して、値の割り当ての定義やオブジェクトの呼び出しを⾏っ
たり、追加、変更、または削除を⾏うときにのみ実⾏するように条件を付けたりで
きることも学習しました。

8

ルール



さらに、ルールを実⾏するように GeneXus で選択されたタイミングが適切でない
場合は、トリガーイベントを使用して、実⾏の正確なタイミングを指定することが
できます。
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ルール

各⾏



学習したこれらのルールはすべて、Web クライアントおよびサーバーの両方で検証
されます。
クライアントで⾏われる検証はクライアント側検証と呼ばれ、その目的は、優れた
ユーザーエクスペリエンスを提供し、アプリケーションが常にインタラクティブな
状態であるとユーザーに感じさせることです。しかし、送信されたすべての情報が
一貫しており、システムのセキュリティを侵害せず、データベース上で操作できる
唯一のものであることを実際に検証するのはサーバーです。
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クライアント側検証

ルールの実⾏

クライアント サーバー



ここまで、ルールの既定の動作を確認してきました。ここで、バージョンレベルで
使用可能な、[Client side validation behaviour] というプロパティのグループ
について確認する必要があります。このプロパティを使用して、ルールの動作およ
びメッセージをさまざまな方法でカスタマイズし、アプリケーションをエンドユー
ザーにとってより魅⼒的なものにすることができます。
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Error ルールを使用した際には、トランザクションでは保存が許可されなくても、エ
ラーメッセージを表示したままで次のフィールドに移動できることを確認しました。
エラーがトリガーされたときに、コントロールにフォーカスを置いたままでユー
ザーに値の修正を要求し、それから次のフィールドに移動するには、[Stop on 
error] プロパティの値を [Yes] に変更する必要があります。
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[Stop on error] プロパティ



また、[Validation message position] プロパティを使用して、フィールドに対
するメッセージの位置を定義することもできます。このプロパティの値は、Right
(既定値)、Left、Top、および Bottom です。
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[Validation message position] プロパティ



メッセージが別のコントロールと重なる場合は、[Validation message overlap 
adjacent controls] プロパティも設定する必要があります。このプロパティは、
メッセージを重ねるかどうかを指定します。
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[Validation message overlap adjacent controls] プロパティ



グループの最後のプロパティは [Validation message display] です。既定値は
One at a time で、アプリケーションによって実⾏された最後の検証メッセージを
常に表示します。
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[Validation message display] プロパティ



値が All at once の場合は、すべての検証メッセージを同時に画面に表示します。
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[Validation message display] プロパティ



これらのプロパティはフォームでのやり取りに関連する動作を変えるため、変更す
る場合は、フォームを持つオブジェクトをすべてもう一度⽣成する必要があります。
そのためには、すべてのオブジェクトを⽣成する [すべてリビルド] オプションを使
用する必要があります。

続いて、既に確認したルール以外のいくつかの興味深いルールを紹介します。
実⾏順序を決めるためにそれらがどのように評価されるかや、イベントのトリガー
の詳細については別の章で説明します。
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